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『楽聖ペート ー ヴ ェ ｀ノ』について

飯 島 正

『楽聖ペー トー ヴェン』 の監督者アベル ・ ガンスは、
むかしからの映画ファンにとって、 実になつかしい名
前である。 ぽくたちは無声映画時代に、 彼の 『戦争と
平和』や『鉄路の 白芭薇』を見て、 まったく感激の涙
をながしたものだと、 ほとんど誇張なしにいってもい
い。 ことに『鉄路の 白茜薇』は 、 フラ ッ ツ ュ ・ バック
という新技術をあみだしたばかりでなく、 無声映画時
代を代表する傑作の

一つであった。 だがガ ンスは、 そ
のつぎの作品『ナボレオン』で、 トリプチイク（三面
スクリイン）をもちいて、 現在の シネラマ の先駆と は
なったが 、 トオキイ以後は全然不振で、 そ の 初期 の

『世界の終り』は、 おおげさで観念的で、 むしろガ ン

スのわるいと こ ろばかりがでた映画として記憶されて
いる。 だがぽくの ノ ー ト(1937, 3. 29)には、 こ ん
なことも書いてある。

「••••••これは、 ガンスの名をもちだす こ とすら気の
毒なくらいの バ カ バ カしい映画であった。 しかし、 こ

れとても、 ガ ンスのある特質は立派にそなえていたの
であった。 つまり、 世界の終りというような大問題に
ぶつかって行く胆のふとさである。 」

だから、ぼくも『楽幽ベー トー ヴェン』に対しては、
かなりの危恨と若干の期待をもっていた。 なにしろ相
手は音楽の神様なのである。 こわいことは こ わいが 、

こ れを映画にするところは、 いかにもガンスらしいと
おもった。 その結呆を 、 やはり前記のぽくの ノ ー トに
見てみよう。

「これは、 やはりガ ンスでなくてはできぬ映画であ
る。 ことにフランスにおいては、 こういう伝記物 一

というより大上段もの一ー はおおくはつく ら れ な い
し 、 また不得手である。

だが
ガンスは・・・・・・フランス人ばなれのした観念的なロマ

ンチスムをもっているので 、 ペー ト ー ヴェンというよ
うな大人物に対していだく映画化の野望は充分にうな
ずける。

しかし、 ガンスとてもフランス人であるから、 おな
じ伝記的映画をつくるにしても、 惜緒的場面のない純
粋に観念的な映画はつくりっこもない。

「むしろこの映画は、『楽型ベートー ヴェ ン』という
よりも、原名どおりに『ベー トー ヴェンの偉大なる恋』
と淫すべきもので、 ペートー ヴェンと二人の女、 ジ ュ
リエットとテレニズの間柄を主としてえがいている。

「ベート ー ヴェンに扮したのは、 アリイ ・ ボオルで
ある。 達者なボオルは こ のむずかしい役を立派にやり
こなしているが、 ぽくたちの頭のなかにえがくベー ト
ー ヴェンとはいささかことなっていて、 す こ しうます
ぎる程度に、 動きがおおい。 だがこれも一つの解釈で
はある。

ガンスの技術は、 無声映画的なモンタア ジ ュにおい
てすぐれているが、 短所もまたそこにある。 ベー ト ー

ヴェ ンがつんぽになるくだりの技巧は、 主観客観がい
りまじっていて、 感心できないが、 結果はハ ッ キリ印

象された。 音楽は、 フィリップ・ ゴオベエルの指揮に
よって、 みごとな効果をおさめ 、 ペー トー ヴェ ンの有
名なrlt1を、 つきつぎにきくことができるが、 その映画
的処理は、 すこし乱雑であった。 せりふは、 劇作家ス
テエヴ ・ パ ッ スウルの節になり、 なかなか立派なもの
であった。ガンスの長所と短所のよくでた映画である。

大体このような映画だ。 おそらくこれは、 トオキイ
になってからのガンスの作品としては 、 芸術的価値を
もつ唯一のものだとおもわれる。 戦後、 彼の作品は、

たった一つ、 『悪の塔』が日本でも公訓されたが、 こ

れもしようのない映画であった。 ぽくはこれを見たと
き 、 ガンスの後退ぷりにおどろいた次第だが、 仕専の

ないガンスとしては、 このような俗っぽい作品もつく
らざるをえなかったのだろうと解釈した。事実、 彼は
当時大分こまっていたようである。

しかし、 ここ二三年来、 ガンスはふたたびフランス
映画界で問題になりだした。 トリプチイク式の「ボリ
ヴィ ジ オ ン」という大型映画の試作品など を発表 し
て、 ガンス健在の証拠を見せている。 あいかわらずの
大風呂敷らしいが、 映画はまだまだ大風呂敷を必要と
する。 ボリヴィジオンというのも 、 見てみたいとおも
う。

最後に『楽聖ベー ト ー ヴェ ン』についての結論をつ
けるとすれば、 無声映画時代フランス映画 の 先頭に
立ったガンスとしては、 それほどの映画ともいえない
のだが 、 彼の無声映画時代のはなやかな成果の

一部分
はここに見ることができるし、 ガンスでなくては不可
能な大上段のきまりもついているし、 なに よ り も ま
ず、 これはトオキイ時代における彼の唯一

の代表作で
あり、 今後ガンスの野心的な作品を見る機会があると
すれば 、 それとの連関を考えるうえにも立 派 に 役 立
つ・いわばトオキイ初期の陀念すべき映画として、 こ

1 れを見るのがまず至当であるとおもう。 (1月31日 、

2月3, 7, 10, 14 , 17, 21, 日の 7同 、 釘回午後2時より上
映）
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